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資料7

 太陽光の導入拡大により、一部のローカル系統（当社の場合154kVと66kVが該当）で
は、空き容量不足を解消するための増強規模が大きく、電源の効率的な導入
拡大が困難な状況です。そのため、ローカル系統へノンファーム型接続を試
行適用していきたいので、ご審議いただきたい

 なお、本試行適用を進める中で発生した課題、得られた知見等については、
国やNEDO、電力広域的運営推進機関等による今後の条件整理や技術課題解決
等に向けた検討の一助となるよう、共有を図ってまいりたい
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（参考）本委員会における整理状況
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2021年2月16日
再生可能エネルギー大量導入・次世代
電力ネットワーク小委員会（第24回）
再生可能エネルギー主力電源化制度改
革小委員会（第12回）合同会議
資料No.3より抜粋



１．当社管内の太陽光導入量（連系済）推移

 茨城・千葉・栃木・群馬・埼玉県で導入が旺盛な状況
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[万kW]

※１ 資源エネルギー庁 固定価格買取制度 情報公表用ウェブサイト
「設備導入状況の公表 2014.4～2020.9」エリア別の認定及び導入量（Ａ表・Ｂ表）をもとに東京電力PGが作成

213万kW
(15%)

173万kW
(13%)

464万kW
(34%)

526万kW
(38%)

[万kW]

図１※1 東京電力エリア 電圧別連系導入量推移 図２※1 東京電力エリア 県別太陽光導入量（上位順）



２．電源の効率的な導入拡大が困難なローカル系統

 想定潮流が運用容量（Ｎ－１電制適用後）を超過する設備の中から、試行的に、増
強規模が大きいローカル系統を抽出（以下「対象10系統」と言う）
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No 地域 電圧・送電線名
増強規模

対策内容 概算工期 概算工事費

1 群馬 154kV群馬幹線(金井～群馬) 鉄塔建替 20km 15年 130億円

2 群馬 154kV水上線(金井～小松) 鉄塔建替 8km 10年 30億円

3 埼玉 154kV奥秩父線 鉄塔建替 29km 19年 80億円

4 栃木 154kV栃那線 鉄塔建替 10km 10年 70億円

5 栃木 154kV下滝線 鉄塔建替 30km 15年 140億円

6 栃木 154kV猪苗代新幹線 鉄塔建替 6km 10年 41億円

7 群馬 66kV榛名線 鉄塔建替 19km 10年 60億円

8 群馬 66kV片品川線(金井側) 鉄塔建替 8km 10年 25億円

9 群馬 66kV泉沢線 鉄塔建替 5km 10年 18億円

10 静岡 66kV松崎線 鉄塔建替 14km 15年 280億円



３．想定潮流と運用容量の関係

 対象10系統における想定潮流が運用容量を超過（①＋②＝③＞④）
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連系済み

契約申込み済み
未連系※1

想定潮流

④
運用容量
（Ｎ－１電制

考慮）

ファーム
接続枠
確保済み

将来分※2

当該系統の電源 当該系統の需要

① ③

②

No ① ② ③ ④

1 669 110 779 672

2 355 26 381 372

3 291 7 298 294

4 953 153 1106 986

5 134 88 222 147

6 338 41 379 354

7 63 4 67 66

8 50 2 52 51

9 84 18 102 92

10 176 46 222 198

単位：MW

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞※１ 契約申込み済み未連系電源のうち工事費負担金未入金者に対する入金督促を2018年11月から実施して
いる中で、解約確定できたものは電源量から控除

※２ 特別高圧・高圧の発電設備の接続検討申込量（2019年11月1日以降の接続検討申込みのうち契約未申
込み）と低圧事業用の連系想定量

運用容量超過分



４．ノンファーム型接続の条件

 対象電源： ノンファーム型接続対象電源は、特別高圧・高圧の発電設備及び
低圧事業用の発電設備（10kW以上）を対象

 適用開始時期（予定）
• 特別高圧・高圧の発電設備： 試行適用に係る説明資料の弊社ウェブサイ

ト掲載(2021年4月1日目途)に合わせ適用開始
• 低圧事業用の発電設備： ウェブサイト掲載から約1ヶ月間を空け、2021年

5月1日から適用開始
（詳細は試行適用に係る説明資料で詳述）

 接続時期： NEDO実証で進めているノンファーム型接続システムの実系統導入
以前に想定潮流が運用容量を超過する場合、発電出力制御が出来ず送電線過負
荷が発生。過負荷回避のために、特別高圧・高圧の発電設備に対して、ノンフ
ァーム型接続システムの実系統導入（2024年度）以降の接続を条件として設定
（対象10系統における契約申込み済み未連系電源の連系時期を踏まえると、低圧事業用発電設備に

ついては、連系時期の条件を設けずとも過負荷が発生しない見通し）
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（参考）出力制御システムの開発スケジュール
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 NEDO実証における出力制御システム開発については、2023年度末を目途に確立
を目指す

再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第24回）
再生可能エネルギー主力電源化制度改革小委員会（第12回）
合同会議資料No.3より抜粋



（参考）No.1～10 適用電源対象エリア
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（参考）No.1 154kV群馬幹線（金井～群馬） 系統図
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154kV群馬幹線（金井～群馬）
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（参考）No.1 154kV群馬幹線(金井～群馬) 適用電源対象エリア
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154kV水上線（金井～小松）

（参考）No.2 154kV水上線（金井～小松） 適用電源対象エリア



（参考）No.2 154kV水上線（金井～小松）適用電源対象エリア
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（参考）No.3 154kV奥秩父線 系統図
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154kV奥秩父線



（参考）No.3 154kV奥秩父線 適用電源対象エリア
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（参考）No.4 154kV栃那線 系統図
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154kV栃那線



（参考）No.4 154kV栃那線 適用電源対象エリア
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（参考）No.5 154kV下滝線 系統図
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154kV下滝線



（参考）No.5 154kV下滝線 適用電源対象エリア
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（参考）No.6 154kV猪苗代新幹線 系統図
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154kV下滝線

154kV猪苗代新幹線



（参考）No.6 154kV猪苗代新幹線 適用電源対象エリア
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（参考）No.7 66kV榛名線 系統図
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66kV榛名線



（参考）No.7 66kV榛名線 適用電源対象エリア
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（参考）No.8 66kV片品川線（金井側） 系統図
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66kV片品川線



（参考）No.8 66kV片品川線(金井側)適用電源対象エリア
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（参考）No.9 66kV泉沢線 系統図
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66kV泉沢線



（参考）No.9 66kV泉沢線 適用電源対象エリア
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（参考）No.10 66kV松崎線 系統図
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66kV松崎線



（参考）No.10 66kV松崎線 適用電源対象エリア
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